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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 11月 26日 (2007.11.26)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
  矩 形 状 の 正 極 板 、 セ パ レ ー タ お よ び 負 極 板 を 積 層 し た 捲 回 式 極 板 群 を 備 え 、 該 捲 回 式 極
板 群 の 最 外 周 に 負 極 板 配 置 し た ア ル カ リ 二 次 電

あ っ て 、 前 記 負 極 板 は 、 穿 孔 を 有 す る 金 属 板 か ら な る 基 板 の 両 面 に 活 物 質 粉 末 を 主 構 成
物 質 と す る 合 剤 層 を 有 し 、 厚 さ が 一 様 で あ り 記 捲 回 式 極 板 群 の 最 外 周 側 に 位 置 す る

基 板 を 極 板 の の 中 心 に 対 し て 片 側 に 偏 心 さ せ

。
【 請 求 項 ２ 】
　

。
【 請 求 項 ３ 】
　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
  本 発 明 に 係 る ア ル カ リ 二 次 電 、 矩 形 状 の 正 極 板 、 セ パ レ ー タ お よ び 負 極 板 を 積 層 し
た 捲 回 式 極 板 群 を 備 え 、 該 捲 回 式 極 板 群 の 最 外 周 に 負 極 板

配 置 し た ア ル カ リ 二 次 電 あ っ て 、 前 記 負 極 板 は 、 穿 孔 を 有 す る 金 属 板 か ら な
る 基 板 の 両 面 に 活 物 質 粉 末 を 主 構 成 物 質 と す る 合 剤 層 を 有 し 、 厚 さ が 一 様 で あ り 記 捲

お い て が 正 極 板 の 外 側 に 位 置 す る よ う に 池
で

、 前 部
分 の 厚 さ 方 向 、 前 記 基 板 を 偏 心 さ せ る こ と に
よ り 基 板 を 境 と し て 厚 さ を 大 き く し た 負 極 板 の 合 剤 層 を 正 極 板 に 対 向 さ せ た も の で あ る こ
と を 特 徴 と す る ア ル カ リ 二 次 電 池

負 極 板 は 、 全 体 に 亘 っ て 基 板 を 偏 心 さ せ た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の
ア ル カ リ 二 次 電 池

前 記 基 板 を 極 板 の 前 記 切 断 面 の 中 心 に 対 し て 片 側 に 偏 心 さ せ た 部 分 の 基 板 を 境 と し た 表
裏 ２ 面 の 合 剤 層 の 厚 さ の 比 が １ ： ９ ～ ４ ： ６ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に
記 載 の ア ル カ リ 二 次 電 池 用 負 極 板 。

池 は
お い て が 正 極 板 の 外 側 に 位 置 す

る よ う に 池 で
、 前



回 式 極 板 群 の 最 外 周 側 に 位 置 す る 基 板 を 極 板 の の 中 心 に 対 し て 片 側 に 偏 心
さ せ

で あ る
  な お 、 請 求 項 １ に 記 載 の 負 極 板 の う ち 、 前 記 捲 回 式 極 板 群 の 最 外 周 側 に 位 置 す る 端 部 の
み 基 板 を 極 板 の 前 記 切 断 面 の 中 心 に 対 し て 片 側 に 偏 心 さ せ た 負 極 板 に お い て は 、 該 端 部 以
外 は 基 板 を 偏 心 さ せ て い な い 極 板 を 指 す 。 こ こ で い う 基 板 を 偏 心 さ せ て い な い と は 、 基 板
を 極 板 の 前 記 切 断 面 （ 以 下 、 極 板 の 切 断 面 と い う ） の 中 心 に 配 置 し て い る こ と を 意 味 す る
。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
  本 発 明 に 係 る ア ル カ リ 二 次 電 池 用 負 極 板 は 、 前 記 基 板 を 偏 心 さ せ た 部 分 の 基 板 を 境 と し
た 表 裏 ２ 面 の 合 剤 層 の 厚 さ の 比 が １ ： ９ ～ ４ ： ６ で あ る こ と
　 　

【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
  に よ れ ば 、 捲 回 式 極 群 を 備 え た ア ル カ リ 二 次 電 池 に お い て 生 産 性 を 低 下 さ せ る こ
と が な く 、 負 極 板 の 活 物 質 利 用 率 を 高 め る こ と に よ っ て 充 放 電 サ イ ク ル 特 性 に 優 れ た ア ル
カ リ 二 次 電 池 の 提 供 を 可 能 に す る 。
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部 分 の 厚 さ 方 向
、 前 記 基 板 を 偏 心 さ せ る こ と に よ り 基 板 を 境 と し て 厚 さ を 大 き く し た 負 極 板 の 合 剤 層

を 正 極 板 に 対 向 さ せ た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る ア ル カ リ 二 次 電 池 。

が 好 ま し い 。
本 発 明 に 係 る ア ル カ リ 二 次 電 池 に 用 い る 負 極 板 は 、 全 体 に 亘 っ て 基 板 を 偏 心 さ せ た も

の で あ る こ と が 好 ま し い 。

本 発 明
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